
 

 

 

１．学会名；第 56回日本リハビリテーション医学会学術集会(JARM2019) 演題発表 

(第 13回国際リハビリテーション医学会世界会議(ISPRM2019)との合同開催) 

【開催地】 神戸コンベンションセンター 

   【日時】  2019年 6月 12日～6月 16日 

【演題名】アーチ高率を保持したインソールを用いた足趾と中枢部の筋力および身体の柔軟性と 

重心動揺への影響演題発表者                 発表者：髙橋侑希 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学会にて足部のアーチ高率を一定に保つ性能のあるインソール(足底板)を使用したことでの影響に

ついて研究発表を行いました。本インソールの効果は、筋力や柔軟性に影響を及ぼしており、患者様へ

も使用しより有効なリハビリテーション器具として使用しています。今後は、当院でも更に使用された症例

数を増やし臨床応用を行いながら、さらに効果検証行っていきたいと考えています。 

 

使用したインソール 

 

 

 

 

 

 

＜縦アーチ角度＞ 
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